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注1　開発の目的欄には、住宅地分譲、社員住宅、工場建設等の区分を記入すること。
2　基本方針欄には、計画上周辺地との関連や施行地の問題で特に注意した事項を記入すること。
3　公益施設の整備計画欄には、法第29条第１項第３号及び政令第27条の公益的施設について記入すること。
4　開発区域内の土地の現況及び土地利用計画について開発区域を工区に分割したときには、工区別の内訳表を添付すること。
5　用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする
